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はじめに 

 

インターホンは従来クローズなシステムであったが、近年、次第に宅配 BOX・ガス警報・分
電盤・消防感知器などと接続を必要とするオープンなシステムとなってきている。特に。消防関

係装置とは公的な確認(消防関係機関)も必要となっている。このため、前記の装置では標準化を行
い、それぞれの業界団体の間でインタフェースの標準化についてガイドラインを締結している。 

 
ナースコール及び集合住宅インターホンと PBX との接続に関しても、2001 年 9 月から検討
を開始して、インタフェースの標準化を検討してきた。 
今回、「接続に関するガイドライン」として機器間の相互接続における品質確保を図り、団体

間でインタフェース変更時の通知方法などの仕組み化を目指している。 
本ガイドラインには、各社が製造する装置間での本仕様による相互接続性を確保するため実施

すべき連動評価の内容、評価手順等についても記述してある。 

本ガイドラインに従った連動インタフェースが実装されることを通じて、各社が製造する装置

の普及が促進して、標準の実効性、新たな標準への反映等に資すれば幸いである。  
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Ⅰ．概要 

１）システム概要 

本資料は、ナースコール及び集合住宅インターホンとＰＢＸ(ボタン電話を含む)との接続インタフェ

ース仕様について適用する。 
下記の図１．系統図は、ナースコールとＰＢＸとの連動システムの概略の構成を示すもの

であり、接続に使用されるインタフェース方式についは、ＩＳＤＮ基本インタフェースを想定している。 

尚、集合住宅インターホンは、ナースコールの機能と重複するため、ナースコールの記載をもって読み

替えるものとする。(「ナースコール」→「集合住宅インターホン」,「病室」→「居室」,「患者」→「入居

者」等。 但し、「チームナーシング」機能はナースコール特有機能である) 

 

                図１．系統図 

注１）ＰＨＳ端末は、必ずシステム内で１つのグループに属すること。

ＰＢＸ

AC100VまたはAC200V

（旧・第１種接地）

Ａ種接地

ナ－スコ－ル親機

ナ－スコ－ル親機

AC100V

AC100V

D種接地

ナ－スコ－ル制御機

（旧・第３種接地）

D種接地
（旧・第３種接地）

AC100V

D種接地

（旧・第３種接地）

ナ－スコ－ルシステム

AC100V

No.n（n：接続台数）

D種接地

（旧・第３種接地）

ナ－スコ－ル制御機

ナ－スコ－ルシステム

No.1

ＰＢＸメーカによる。

（注２）特記なき配管、配線は

構内ケーブル

CPEV0.65-1P

CPEVS（シールド付）

0.65-5P

公衆網

AC100V

AC100V

最大ｎ台まで

ナ－スコ－ル親機ｎ台に対応するグル－プ（ｎ：はナ－スコ－ル親機台数）

ナ－スコ－ル親機１台に対応するグル－プ

無線機

AC100V

AC100V

最大ｎ台まで

無線機

ＰＨＳ端末

ＰＨＳ端末

※ｎはＰＢＸ側のシステムによる。

※ｎはＰＢＸ側のシステムによる。

（線種は、各ＰＢＸメーカによる。）
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２．システム構成 

 

１）ナースコール制御機内構成 

     構  成  内  容 最 小 最 大 単 位 

ナースコール制御機１台当たりに接続可能なナース 

コール子機の回線数 

１ 注３） 回 線 

ナースコール制御機１台当たりで構成可能なナース 

コール子機グループ数 

１ 注３） グループ 

ナースコール制御機１台当たりの通話路の数 １ 注３） チャネル 

ナースコール制御機１台当たりに登録可能なＰＨＳの 

台数   

１ 注３） 台 

ナースコール制御機１台当たりの呼出可能なＰＨＳの 

台数 

１ 注３） 台 

    注３）各ナースコール制御機の仕様による。 

 

２）ＰＢＸ装置（構内電話交換機）内構成 

             構    成    内    容 最  小 最  大 単  位 

接続可能なナースコールの台数 １ ６４ 注４） 台 

ナースコール制御機１台当たりで使用可能なＰＨＳの 

台数 

１ ６４ 注４） 台 

ナースコール制御機１台当たりの通話路の数 

（Ｂｃｈのチャネル数） 

２ ４ チャネル 

ナースコール制御機１台当たり 1つの呼出で呼出を 

かけることのできるＰＨＳの台数 

１ ８ 台 

    注４）ＰＢＸ装置（構内電話交換機）の仕様による。 
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３．動作概要 

 

  １）ナースコール呼出時のＰＨＳの着信表示について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＨＳ表示に使用できる表示キャラクタ ＰＨＳへの着信メッセージのタイプ

・ 英字、数字、カナ文字、記号 ①　呼出種別(6桁)＋回線番号（6桁：部屋No＋ﾍﾞｯﾄﾞNo）
・ 最大半角１２桁 ②　呼出種別(6桁)＋個別名称（6桁）

③　個別名称(12桁)

病室ﾍﾞｯﾄﾞ

病室ﾄｲﾚ

ﾃﾞｲﾙｰﾑ

車椅子ﾄｲﾚ

病棟共用部

 
  右側表示参照

WC    301ﾄｲﾚ

ﾃﾞｲﾙｰﾑ

ｸﾙﾏｲｽﾄｲﾚ

病室 ３０１

ﾅｰｽｺｰﾙ301-1

ｷﾝｷｭｳ 301-1

ﾀﾞﾂﾗｸ 301-1

①②

③

③

①

①

呼出中表示

病室ﾍﾞｯﾄﾞ

ナ－スコ－ル親機
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  ２）チームナーシングによるナースコール呼出時の運用について 

 

 

               呼出元と呼出先 

① 病室呼出   → 患者さんの担当者 

② 多床室トイレ → 予め部屋に設定された担当チーム 

③ 病棟共用部  → 共用部呼出グループに登録されたＰＨＳ（最大８台） 

④ ナースコール親機は、病棟内全てのナースコール子機より呼出されます。 

 

（注５）①ナースコール連動ＰＨＳを看護単位区域外に持ち出しても無線機の 

     サービスエリア内なら子機との呼出通話は可能です。 

     

 

 

 

 

ＰＳグループ

病室ﾍﾞｯﾄﾞ

病室ﾄｲﾚ

Ａﾁｰﾑ担当患者

病室ﾍﾞｯﾄﾞ

病室ﾄｲﾚ

Ｂﾁｰﾑ担当患者

ﾃﾞｲｺｰﾅｰ

車椅子ﾄｲﾚ

病棟共用部

202 203

Ａﾁｰﾑ

205 206

共用部は全員呼出
(最大８台）

Ｃﾁｰﾑ担当患者
Cﾁｰﾑ
207
208
209

Ｂﾁｰﾑ

病室ﾍﾞｯﾄﾞ

病室ﾍﾞｯﾄﾞ 病室ﾍﾞｯﾄﾞ

②

①

③

④

病室ﾍﾞｯﾄﾞ

201

204

ナ－スコ－ル親機

②



 9

 

  ３）ＰＨＳとナースコール子機間の呼出・放送機能について 

 

① 患者さんへの呼出通話 

ＰＨＳから任意の患者さんを呼出通話することができます。 

② 一斉放送 

ＰＨＳから看護単位のナースコール子機へ、一斉放送ができます。 

③ チーム一斉放送 

チームに設定されたＰＨＳから受け持ち担当チームの患者さんへ一斉放送することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　ＰＳグループ

①患者さんへの呼出通話
        ③

      ③

病室ﾄｲﾚ

Ａﾁｰﾑ担当患者

病室ﾍﾞｯﾄﾞ

病室ﾄｲﾚ

Ｂﾁｰﾑ担当患者

ﾃﾞｲｺｰﾅｰ

車椅子ﾄｲﾚ

病棟共用部

201 203

Ａﾁｰﾑ

204 206

Ｃﾁｰﾑ担当患者

Ｂﾁｰﾑ

病室ﾍﾞｯﾄﾞ

①

②

①

②

病室ﾍﾞｯﾄﾞ

病室ﾍﾞｯﾄﾞ 202

205

ナ－スコ－ル親機
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  ４）ＰＨＳ～ＰＨＳ間の通話機能について 

 

 

① ナースコールに連動するＰＨＳ相互で呼出通話ができます。 

通話中に患者さんから呼出があった場合、呼出トーン音により呼出確認が出来ますので 

通話を切上げて対応してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

201 203

Ａグループ

Ｂグループ

①

204 206

202

205

ナ－スコ－ル親機

ナ－スコ－ル親機
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Ⅱ．インタフェース 

 

１．インタフェース構造 

１台のナースコール制御機とＰＢＸ装置（構内電話交換機）との間は、ＩＳＤＮの基本インタフェース（２

Ｂ＋Ｄ）の構造を基本とする。 

通話路（Ｂチャネル）が２チャネルを越える場合には、追加される２Ｂ＋Ｄの内、Ｄチャネルについては

使用せず２Ｂのみの増設（但し、使用しないＤチャネルについてはレイヤ２のレベルの接続は行う）とす

る２Ｂ＋Ｄ＋２Ｂの形態を取るか、もしくはＤチャネルを使用する２Ｂ＋Ｄの増設とする（２Ｂ＋Ｄ）×

２の形態を取る。 

２Ｂ＋Ｄ＋２Ｂの形態の場合、ＢＲＩ－１側でナースコールとの通話路の１ｃｈ／２ｃｈを、ＢＲＩ－２

側で通話路の３ｃｈ／４ｃｈを指定して、最初のインタフェースのＤｃｈを使用して呼を制御する。 

（２Ｂ＋Ｄ）×２の形態の場合、ＢＲＩ－１側でナースコールとの通話路の１ｃｈ／２ｃｈを、ＢＲＩ－

２側で通話路の１ｃｈ／２ｃｈを指定してそれぞれのインタフェースのＤｃｈを使用して独立して呼を制

御する。 

  

２．基本仕様 

  １）レイヤ１ 

     ＴＴＣ標準のＪＴ－Ｉ４３０に準拠する。 

   

２）レイヤ２ 

     ＴＴＣ標準のＪＴ－Ｑ９２１（Ｓ参照点）に準拠する。 

端末終点識別子（ＴＥＩ）、サービスアクセスポイント識別子（ＳＡＰＩ）の値は下記の通りとする。  

ＴＥＩ  ： ０ （レイヤ３がポイント・ポイント データリンクコネクション） 

ＳＡＰＩ ： ０ （呼制御手順） 

     （ナースコール制御機はＩＳＤＮ内線と同じ位置付け／ＰＢＸ側は網、ナースコール側は端末） 

   

３）レイヤ３を含むＯＳＩ基本参照モデル 

ＢＲＩ－１ ＢＲＩ－２   

B1 ﾁｬﾈﾙ B2 ﾁｬﾈﾙ D ﾁｬﾈﾙ B1 ﾁｬﾈﾙ B2 ﾁｬﾈﾙ D ﾁｬﾈﾙ 

 音  声 音  声 制御（1st） 音  声 音  声 制御（2nd） 

ﾚｲﾔ 3 ﾈｯﾄ 

ﾜ-ｸ 

 

――― ――― 呼制御手順 
（手順は仕様書

に基づく） 

――― ――― 呼制御手順 

（手順は仕様書
に基づく） 

但し、使用されな

い場合がある 

ﾚｲﾔ 2 ﾃﾞｰﾀ

ﾘﾝｸ 

 

――― 

 

――― 

LAP-D 

(Q921) 

 

――― 

 

――― 

LAP-D 

(Q921) 

ﾚｲﾔ 1 物理

 

ＩＳＤＮ基本インタフェース 

  （Ｉ４３０） 

ＩＳＤＮ基本インタフェース 

  （Ｉ４３０） 
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  ３．ナースコール制御機～ＰＢＸ装置（構内電話交換機）間接続図 

 

                    （参考図） 

 

       注６）ナースコール制御機～ＰＢＸ装置（構内電話交換機）間の配線距離は、メーカーによる。  
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４．工事分担について 

１）一般的にＰＢＸ装置（構内電話交換機）との結線上の切り分け方法としては、下記の通り 

ＭＤＦのジャンパー線のところで切り分ける。 

                   ＭＤＦ 

                 

  ナースコール側               ＰＢＸ装置（構内電話交換機）側 

    ＴＡ０ ○      ○  ○      ○ ＲＡ０  

    ＴＢ０ ○      ○  ○      ○ ＲＢ０ 

    ＲＡ０ ○      ○  ○      ○ ＴＡ０   

    ＲＢ０ ○      ○  ○      ○ ＴＢ０ 

    ＴＡ１ ○      ○  ○      ○ ＲＡ１ 

    ＴＢ１ ○      ○  ○      ○ ＲＢ１ 

    ＲＡ１ ○      ○  ○      ○ ＴＡ１ 

    ＲＢ１ ○      ○  ○      ○ ＴＢ１ 

 

 

ジャンパー線 

            切り分け場所                                                         

 

５．現場での不具合の切り分け方法 

１）ナースコール制御機～ＰＢＸ装置（構内電話交換機）間の結線の確認をする。 

２）結線の方法については、下記の通りとする。 

   ナースコール側                     ＰＢＸ装置（構内電話交換機）側 

 

ＴＡ０   ○        ○                ○  ＲＡ０ 

ＴＢ０   ○        ○                 ○  ＲＡ０ 

ＲＡ０   ○        ○                 ○  ＴＡ０ 

ＲＢ０   ○        ○                 ○  ＴＢ０ 

ＴＡ１   ○        ○                 ○  ＲＡ１ 

ＴＢ１   ○        ○                 ○  ＲＢ１ 

ＲＡ１   ○        ○                 ○  ＴＡ１ 

ＲＢ１   ○        ○                 ○  ＴＢ１ 

 

   アース端子○ 

          端子台  MDF 
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① ナースコール側の端子台を外して、ＴＡ０～ＴＢ０をショートし、ＭＤＦ側で配線が一致して 

いるかテスタなどで導通を確認する。 

② 次に、ＲＡ０～ＲＢ０をショートし、ＭＤＦ側で配線があっているかテスタなどで確認する。 

他の端子台も同じように確認する。（端子台側の接続されている線材の色と、ＭＤＦ側で接続 

されている線材の色で結線を確認する。） 

     ③ テスタを使用して、アース端子と各配線との間に短絡がないことを確認する。 

  

３）.ナースコール制御機～ＰＢＸ装置（構内電話交換機）間の通信リンクの確立について 

    ① 通信リンクの確立の確認方法は、各社の仕様による。 

 

 

６．その他の項目 

 

インタフェース仕様については、「ナースコール及び集合住宅インターホンとＰＢＸとの接続に関する 

ガイドライン－詳細編－インタフェース仕様書(タイプⅠ)」による。 
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   Ⅲ．機能 

１．機能表 

 

項目 動 作 仕 様 標準 オプション

1
一般呼出通話
（通常呼出）

子機からの一般呼出（通常呼出）に対し、応答通話
する機能

○

2
緊急呼出通話
(スタッフコール）

子機からの緊急呼出に対し、応答通話する機能 ○

3 脱落断線呼出 子機類の脱落・断線に対し、呼出表示する機能 ○

4
トイレ・バス
呼出通話

トイレ・バスの異常時呼出に対し、応答通話する
機能

○

5 複数呼出 ｎ台をほぼ同時に呼び出す機能。（順次個別呼出） ○

6
ナースコール
呼出復旧機能

ＰＳが鳴動中にＮＣ親機で応答すると、ＰＳの
鳴動は停止する。

○

7 ペンダント呼出 ペンダントからの緊急呼出に対し、応答する機能 ○

8
オプション１
呼出通話

緊急度の高いオプション１呼出に対し、応答通話
する機能

○

9 徘徊検知呼出 徘徊検知による呼出を確認する機能 ○

10
オプション２
呼出通話

オプション２呼出に対し、応答通話する機能 ○

11
トイレ介助呼出
通話

トイレ介助呼出に対し、応答通話する機能 ○

12
オムツセンサー
呼出

オムツセンサーによる呼出を確認する機能 ○

13
徘徊電池切れ
呼出

徘徊センサーの電池切れ呼出を確認する機能 ○

14 バイブレータ（振動）機能
呼出に対して、バイブレータ（振動）で知らせる
機能（ＰＳの機能)

○

15 鳴動中ＰＳ表示機能 鳴動中に呼出表示する機能 ○

16 通話中ＰＳ表示機能 通話中に呼出表示を残す機能 ○

17 ＰＳ表示確認機能 直前に呼出された表示を、再表示する機能 ○

18 ＰＳ着信履歴確認機能
過去に呼出された表示を、複数件数再表示する
機能

○

19 通話中PS着信表示機能
通話中にPSに着信時、表示により着信を知らせる
機能

△

20 通話中PS割り込み音表示機能
通話中にPSに着信時、割り込み音により着信を
知らせる機能

○

21 識別着信表示
呼出中、ナースコール動作の名称をカタカナ文字で
表示する。

○

22 選局呼出 ＰＳから選局した子機に対して、呼出通話する機能 ○

機 能 名

ナースコール
（呼出）
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項目 動 作 仕 様 標準 オプション

23 一斉放送機能 すべての子機に対して、一斉に放送する機能 ○

24

他の病棟に対し、
一斉放送又は
選局放送が
できる機能

他の病棟に対して一斉放送または選局呼出放送
ができる。

○

25
チーム一斉放送
機能

任意のチームに属する子機に対して、一斉に放送
する機能

○

26
ルーム一斉放送
機能

任意の病室に対して、一斉に放送する機能 ○

27
グループ別一斉
放送機能

グループ別に設定された子機に対して、放送する
機能。最大１６チームまで設定可能。
（子機からの呼出に対して応答できるＰＨＳチー
ム）

○

28 親機・ＰＨＳ間通話 親機～ＰＨＳ間で通話する機能。 ○

29 ナースコール機器異常通知機能
病室用の通話機能を有する子機が異常の場合に通知
する機能。

○

30
ナースコール機器のワイヤレス型ペンダント
スイッチの電池切れの場合に通知する機能。

○

31
生活異変呼出
通話機能

水量センサー、あるいはパッシブセンサー感知に
よる呼出通話機能

○

32
水漏れ呼出
通話機能

水漏れセンサーによる呼出に対し、応答通話する
機能

○

33
火災通報通話
機能

熱感知器、煙感知器などによる通報に対し、応答
通話する機能

○

34
ガス漏れ通報
通話機能

ガス漏れ検知器による通報に対し、応答通話する
機能

○

35
非常通報通話
機能

非常ボタンによる通報に対し、応答通話する機能 ○

36
障害通報通話
機能

感知器の配線に障害が生じたときの通報に対し、
応答通話する機能

○

機 能 名

センサー呼出機
能

一斉放送
機能

ペンダントスイッチの電池切れ
通知機能
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 Ⅳ．操作方法について 

  操作例（１）．ナースコール子機から一般呼出を着信した場合 

       注７）通話は、一定時間までしかできません。一定時間経ちますと自動的に回線が切れます。 

 

２．一斉放送の場合 

操作例（２）．ＰＨＳ端末からの一斉放送の場合 

注８）放送は、一定時間までしかできません。一定時間経ちますと自動的に回線が切れます。 

① 指定された複数台のＰＳに呼出音が鳴ります。

ナースコ－ル２０３－２ ② 患者さんの「部屋番号」と「ベッド番号」が表示され

ます。

呼出種別 ベッド番号

部屋番号（２０３号室）

・ ③ [通話 ボタンを押します。]

④ 呼出音が止まり、通話状態になります。

ナースコ－ル２０３－２

⑤ 呼出元の子機と接続され、通話できるようになります。

・ ⑥ [切／電源]ボタンを押すと、通話が切れます。

① 一斉放送する場合、 ・ ９ ９ ９ ９ ・ と押します。

・９９９９・

・ ② [通話]ボタンを押します。放送できる状態になります。

③ 放送します。

・９９９９・

・ ④ [切／電源]ボタンを押すと、通話が切れます。
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Ⅴ．相互接続性の確保について 

 

１．接続に関するチェック項目は、「別紙１」の通りとし、相互接続を行う場合には当該メーカーの 

責任においてこれらの確認を行い、システム品質の確保をする。 

２．「別紙１」のチェック項目は基本項目を示すもので、各機器の方式等により、その他のチェック 

が必要な場合は追加して行うものとする。 

３．接続品質のチェックを行った結果のデータは、「別紙２」の記録用紙に記入し双方の担当責任者 

が確認の上、互いに保管するものとする。 
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＜別紙 １＞ 

ナースコール及び集合住宅インターホンとＰＢＸとの連動評価項目 

 
Ｎｏ． 項目 評価手順 目的 合否 

ナースコールシステム側から電源ＯＮ

した後、リンク確認灯（表示灯）などが

正しく表示されていること。 

ナースコールシステム側から

先に電源を投入した場合の正

常動作の確認 

 1 システムの立ち上

げ確認 

ＰＢＸ装置（構内電話交換機）側から電

源ＯＮした後、リンク確認灯（表示灯）

などが正しく表示されていること。 

ＰＢＸ装置（構内電話交換機）

側から先に電源を投入した場

合の正常動作の確認 

 

2 
 
 
 

ナースコール呼出

のＰＨＳへの呼出

着信確認 

①任意の子機の呼出押ボタンを押す。 
②ＰＨＳ側で、次の表示および呼出音を

確認する。 
 ａ）表示部の呼出種別の文字表示 
 ｂ）部屋番号の文字表示 
 ｃ）ベッド番号の文字表示 
 ｄ）呼出音 
③ＰＨＳで通話ができることを確認す 
る。 
④複数のＰＨＳで複数の子機と同時に 
通話できることを確認する。 
 ａ）最大同時４回線まで 
⑤ＰＨＳの通話レベルを確認する。 
すべての回線について、手順①～⑤を

実施すること。 

ナースコール呼出のＰＨＳへ

の呼出着信確認および呼出通

話の確認 

 
 
 
 

3 
 
 

ＰＨＳからの呼出

操作の確認 
①ＰＨＳから任意の番号を押し、選局呼

出操作ができることを確認する。通話

機能のある場合は通話ができること

を確認する。 
②ＰＨＳから任意の番号を押し、一斉放

送操作ができることを確認する。 

ＰＨＳからの呼出動作の確認  
 
 

4 ナースコールシス

テムの初期化後の

動作確認 
 

①ナースコール呼出が無い状態で、ナー

スコールシステムをリセットした場

合、動作確認灯（表示灯）が正しく表

示し状態復旧すること。 
②ナースコール呼出中の状態で、ナース

コールシステムをリセットした場合、

復旧とほぼ同時にナースコール呼出

がかかること。 

ナースコールシステムの初期

化後の動作確認 
 

 

5 ＰＢＸ装置（構内

電話交換機）の初

期化後の動作確認 

①ナースコール呼出が無い状態で、ＰＢ

Ｘ装置（構内電話交換機）をリセット

した場合、動作確認灯（表示灯）が正

しく表示し状態復旧すること。 
②ナースコール呼出中の状態で、ＰＢＸ

装置（構内電話交換機）をリセットし

た場合、復旧後、ナースコール呼出が

かかること。 

ＰＢＸ装置（構内電話交換機）

の初期化後の動作確認 
 

6 
 
 

インタフェース信

号線切断・接続で

の復旧確認 

①ナースコール呼出が無い状態で、イン

タフェース信号線切断・接続した場

合、リンク確認灯（表示灯）が接続後

正しく表示し、状態復旧すること。 
②ナースコール呼出中の状態で、インタ

フェース信号線切断・接続した場合、

接続復旧後、ナースコール呼出が再度

かかり状態復旧すること。 
 

インタフェース信号線切断・

接続での状態復旧確認 
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＜別紙 ２＞ 

 

ナースコール及び集合住宅インターホンとＰＢＸに関する接続確認表 
 
構成機器の名称 型名  製造メーカー名 
ナースコール（甲） 
 
 

  

ＰＢＸ側（乙） 
 
 

  

 

 

上記構成機器の接続を行い、動作・性能が正常であることを確認しました。 

 

接続確認年月日   平成  年  月  日 

試験確認者（甲） 

 
会社名 
 

 

住所 
 

 

担当部署名 
 

 

担当責任者 
 

 
                      印 

電話 
 

 

ＦＡＸ 
 

 

 

試験確認者（乙） 
会社名 
 

 

住所 
 

 

担当部署名 
 

 

担当責任者 
 

                         
                      印 

電話 
 

 

ＦＡＸ 
 

 

 

 


